
Title 貝原益軒の社会経済思想
Sub Title
Author 野村, 兼太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1934

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.28, No.6 (1934. 6) ,p.811(47)- 841(77) 
JaLC DOI 10.14991/001.19340601-0047
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19340601-

0047

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


脚
.
治
韵
：
¥

の̂

^

思
«:

軸

立-

の
#

曲
 

へ
.

:

 

.
;'/
四

六

：(

八
1
0')

,
,
「
c

 

i

ざ

る‘
な

？

寒

蕩

誠

意

に
H

づ
I

,

1

袞

^

^

•

し

霧

其

匿

と_

す

素

り

：
將

重

臣

の

裁

決

.
に

て

I

^

I

I

I

I

I

^

I

^

た
i

る
。•而
し
て
、
ど

の

羅I

■

置

麗

霖

る

政

纖

の

擊l

l

l

l

l

f

f

l
曲
に 

.

.

:

ぬ
.

令
ぁ
る
 

b

d

.

^

.

 

,

0 

^

^

^

 

^

 

f

y

_

，

i

l

l

l

l

f

 

I

 

i

s

l

l

i

i

l著

る

變

革

は

打

は

れ

ん

参
.
る

零
I

I

こ
£

關
|

|

|

_

突

ば|

治

初

年

の

け

多

彩|
^

I

昼

I

期

碁

f

 9
;

,

r

.

r

.

.

.

「

：

.
，

.：

.

：

，
' 

:

:

'

 

■

l

i

H
あ

- 

' 

-

:
-
i
- 

- 

. 
■
-
«■

: 

, 

, 

: 

.-、
•'
'
.
■ご
.

.'
•;
•
-
-
-
i;
''

. . 
:'
 

-

'

.
■•
■.

,'
*
:■
■
. 

. 

.

.

. 

f
. 

.
i
.「

•へ
'
....

’ 

-
'
.
.
.
. 

1* 

-'.
-■ 

-
I
- 

-

..
:■ .V

 

-
•
■.
■.
-
■
.:
->
- 

' 

, 

L
.
i
- 

I 

■ 

i 

■ 

' 

■ 

■ 

J 

■ 

" 

, 

■

•

•

 

r
. 

•

.'

. 

,
* 

< 
メ 

V

•.
•
: 

V
. 
'
■
.
.\,
,
.
-
I
.
' 

•
• 

i 

. 

,
-
.
.
.
. 

. 

.

.

.

.
*
.

、い'
'.
*、

 

_ — 

' 

. 

.

. .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

»

.

-

•
■
- 

-

想

1

S

I

I

 

:

l制
f

國

民I

靈

家

底
I

移

裔

に.
'お

け

る

政

治
•

社

會

經

濟

上

の

'

問

題

の

ず

:
,
v
.
ベ
I

I
 

S

1雪

.

I

I間

題

髮I

甚

|

'

笤

•
"り
なS

■

他

裏

稿

肇|

.

|

に
一
ょ
っ
て
完
結
を
期

U

た

い2

九
s

s

•

孕

ノ

芘.

.

.

:

:

.

.

.

.

.

m

ニ
.？
-
-
1
-
.

j

j

し
ゴ

 

j

:
. 

―

―
M
5
5
I 

nliiniaiiiaaiMaMm—

貝
原
益
軒
®
社
會
經
濟
思
想

野

I

本

郞

,*■
■.-
'
.'
な

-.'
ニ

...
',
..-

'.
.
.
'
イ
'へ

.：ぺ_ 

-- 
,

■;
:
.
.
、
て

.
'
-
'
パ

 

r
*
、I-

.>
‘，..：
、
.：. 

-.v.vv...

«'
、
、
へ..--
'
.
ノ

-
:
-
.
/
- 

'
-
•
.
:
.
-

■

'

.

'

 

^

:

:

.

T
.
. 

;
* 

た
.
“ 

.

.

.
: 

ノ

思

想

售

稱

せ

德

士

奢£
:

纖

|

:

ず'
は

高

遠0

眞

理

を

摔

求

：し

で

^̂

衆

で

き

。
他
は6

家
の
說
钇
，一
般
大
衆
に
知
ら
し
め
、
大
衆
を
桁
導
：せ
ん
と
欲
す
る
者
で
あ

.

る
。
後
者
は
前
者
に
比
し
て
比
較
的
そ
. 

-.
'
•の
：獨
溆
性
を
缺X
O

し
か
し
ょ
く
時
代
啟
趨
勢
を
看
破
'̂
,

«

菊

规

想
^

馳
す
务
缺
陷
众_
;

^

|

^

^

.名
十
沙
先
ん̂
:

て
、
そ 

餘

代

を

栴

導

し

、
ご
れ
に
影
響
す
る
著
”

ろ

奢

大
.
で

あ

，
る

神

令

こ

 

>

織

ベ
■

.

す
名
：貝

原

慕

の

：如
き
は
、

：

で
れ
.
.に
：■

冬
者

せ
*>
号 g

 

K
7:/
:
:

)

：.：
>'

■:
-.m
: 

{
'-
;
. .,}■
-r‘
 ‘.：：：

:■
<翁

.' つ

.ぶ

.

:

、.り

9 0 

1、
.
'
M
:
b 

A

-
.
:
, 

.
,
r

、.
.
. :
::
i.::,
 
,
r
:v
, 

-
. 
. 

V:
•.」

..

.
,

，
眞

遲
#

の
；社

霞

濟
^

想
は
.
今

日

：ょ
：り

.
見
«

ば
：^

素
お
り̂

^

極
ま
る
^

の
で
あ
，る
。
又
德
川
封
建
制
の
^

に
:?
>

:

^

諸
»
の
悤
想 

に
比
し
.
て

も

、
特

.ぬ

獨

 

^

^

;i
li
t:
-

^

^

a

j

^

^̂:
?>
?

(D
.i
:u
-

;
vt
:

擧

載

曼

ぼ
^

Q

.

^

:

Q
-i

;
&
い 
o

;1
>

)6
>

も
.
な
^

£

:

れ
を̂

ヒ
げ
亡
、

-

そ
®

#

經
濟
思
想
€

檢
_

呢
■

す̂

脱

职

蘇

；

一 .

彼
：

の
；：

思
澳
馨
及
性
が
頗
る
塞
で_
0

光
か
!'
&

;

で̂
:

る
10
#

^

挺
は
匆
論
思
餌
の
坑
實
、
亂
遠
e-
:
保
證
參
务
'%
:の
^
は
-̂

■
::
?
*時
杧
社
^
の
疋
瓦
對
の
場
合
免
ち
あ
れ
得
^
0̂
し
か
し
少
べ 

ゾ

-»
観

軒

め

能

會

經

鍪

沲

:

-

:

-r
a

七

R
 
二)



貝
：屢

軒

：の'社
#

經
濟
思：

想

；

：

:
:
_ 

:

:

-

'

 

賴
八.

C

八 I 

3

大

な

篇
.
馨

馨

薄

猜

顏

名

_

經

鬆

露

】

：逢

免

貝

原

麓
_

ぜ

塗

す

る
f

で
：I

P

ヽ
ぃ.

I

I

霍

篇

I

麗

I

重

l

_

i

l

十
I

霍

害

i

g

$

1

明

曆
.
h簾

'
i

>
 

8、
貞
f
 

I
録

f
 

s
の

議

卷

時

期

拟
_

州

富
_
建

蓊

2
.
冬

將

響

の

藤

8

而
'

I

固
不
動
の
如
く
思
は
れ
て
ゐS

代
.
で
ぁ
る
。I

I

動
は
ぁ
っ
た
，

I

I

I

l

i

a

I

I

t

^

>

f

e

l

f

 

I

I

操
斬
、I

f

,藤
3

_

、
.何
f

f

雄
視
：し
：谨

晶

ん
2

1

か
I

倾
向
に
.
從

つ

た

：
こ
，
と

.

.
^
1石
ふ.
ま

：
で^

な

い
-;
9

ヨ

^
 

:
.
•，
.

/

^

^
 

V
 

v
.
-
,
.
v
i 

i
- 
-

-

7

V
 

:

i

:
 

:
. 

■

,

I

f

軒

髮

寬
I

.
藩
S

I

名
I

l

f

 

I

次
_

學
|

じ

i

美

が

I

I

I
震

I

け

し

と

2

次

兄

存

齋

は

儘
f

 4
:

て

：

一

家
I

し

：て

ゐ

た

。
；
三

兄

樂

f

亦

學

雰

名

が

高

か

っ

た

。

か

、
る

好

學

の

家

に

.

生

れ

、

そ

の

傅 

.
銃

と

環

境

と

が

益

軒

の

^

究
的
素
質
に
好
影
響
を
與
ぺ
た
こ
と
は
疑
ふ
，へ
.く
も
な
い

0

.

勿
論
彼
自
身S

苦
勉
勵
：が
首
餘8

述
を
可
能
|

し
.
め
>

"

博

蒙

聞

、
海§

そ

の「

古

今

知

約

」

の

序

に

云

ふ

。

「

余

資

證

鈍

、

目
：
無

I

T

哺

自

，
幼

嗜

，
讀

&

1、

昕

夕

不

，
倦

、

1

1.

露

廢

忘

而

S

,
 

識

也

嘗

效

-1

葛
^

:

■̂

■

趣

ノ

：
平

坐

好

抄

，
書

、

到

，
老

而

f

輟

、
：
讓

，
諸

子

.
百

家

書

,
之

際

、

每

，
有

レ
所
レ
會
レ
意
、I

取
， 

錄
、
以
備
|

習

與

倉

、
.不
1

,1

1

し
て
七
十
i

の
抄
f

成
す
に
？

又
五
井
持
富
へ
し
書
に
、P

旣
踰
二
八
十Ti

而
文
字
結
習
。
未

碗

蘇

去r.

每
宵
讀
レ
書0
:

尙

笋

驗

半

ヤ

性

雖

，
ー
陋
劣

&

''
0

近

則
時
見
％

ぃ
書0
^

ヤ
^
來
益
々
精
ヵ
胚
盛
な
名;&
必
，
誠
杧
：稀
^
1 .
:

る
:<
?
:
,
ろ

で

ぁ

名

,-
0

「

岐

»

路

記

^

樂

訓

」

.
畫

「

家

道

調̂

有

馬

每

所

記
：」
：「

心

織

輪

範
S

自

娛

集

」「

養

坐

訓

：

J「

it

州
巡
覽
記
.
/
:日
光
名
所
記」

::
-
1
太
疑
續
-
:

「

愼
®

錄」

o

こ
れ
等
は
句
れ

も
益
軒
八
十
歲
以
後0.
著
述
で
ぁ
る0
.

夭
折
を
免
れ.
ず
：.と
耷
は
れ
1>

虛
弱
の
身
-$
:
-

、_
自
ら
醫
術
を
硏
究
じ
、
：
こ
れ
を
克
报
し
，
終
に
そ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

, 

•

0

:

擧
問
を
太
成
せ
し
、"彼
の
；努
力
に
は.
菩

人

の

學

ぶ

，ベ
き
と
.
こ

ろ

少

な

し

と

し

な

い

.0

:
:
'
'
;
:
：

 

.
:
'■

. 

. 

.

ン
，土
述
の
如
き
環
境
と
努
力^

が
生
ん
だ
彼
の.
學
問
は
如
何
で.
ぁ
つ
た
か
0

そ
の
社
會
經
濟
思
想
を
摘
出
す^

前
に
、
少
し
く
そ
の
學

風
2

端
を
述
べ
て
置
务
必
要
が
ぁ
る0(

2

>

へ，
：;:
.
, 

v

 

:

パ
n

.

,
':
:
;

.

:
'

.

-

-

.

^

 

- 

.
P 

•

. 

-:
 

: 

、
:

:

.

.

:,
;

,

^

次

，
響

の

潸

記

セ

^

耆

,

生
年̂

が
ぁ
名
'°

窗

11
|
:
:少
著
作
に
は
种
黟
辰
么^

.

へ
.

,

蕕

:1
-

'

秋
山
悟
庵1
貝
原
益&

言

篇

、

井
上
哲
次.郞
、
--
0

本
朱
子
學
派
之
蒋
學
.
，
等
が
ぁ
る

0.
.

:

.

1.
<
.
.
•
.
.
. 

.
' 

* 

- 

* 

-1-
, 

•
.'
.

〜

：
I
V
. 
.'
.
:
• 
.
. 

\ 

, 

.

.

.

. 

- 

'

.

.

.

.

'■
;

益
軒
は
：博
擧
洽
聞
で
あ
るo
'
そ
，し
て
そ
，
.
の
性
質
は
謙_

穩
和
で
あ
：る
タ̂̂
^
^
^
^

ぞ
尖
方
に
偏
せ
も
頑
な
議
論^

好
ま
な
.
い
9

特
軒
：に
典
へ13
_

に
”

當
時̂

京
都
忆
；
^

る

學

風

を

排

斥

し

セ

、

次

ぎ

の

如

く

^

ふ
タ

r」「

織

て

京

饗

者

の

風

俗

不

好

候

，

^

比

舊

上;'
:

_

赢

，
歲

：
を

：
立

て

候

.

て
、.
相
與
に
商
量
仕
、
歸
一
の
エ
夫
無
狎
座
險
。
'
我
を
*

.

.
' 

.
• 

.

.
一
.
. 

... 

- 

.... 

' 

. 

. 

-

.

ぺ
た
る
ま
で
と
見.ぇ
申
售
1

山
崎
氏(

闍

戆

傲

雇

誇
0

;

ふ

に

、
て

候

を

ソ

輿

徒

鬆

齒

ひ

候

て

1>
'
誇

藝

良
餚
益
軒
の
貤
會
經
濟
思
想

 

四

九

S

S



貝
厨
益
軒
办
社
會
經
濟
银
粗
 

’ノ

:

I

0
 

C
A

I:s:
只
l

e

i

好
I

f

 
I

f

 
I

の

幾

ポ
i

l

i

i

l

八
，I

I

I

，
譲

一
1

1

 

知

暴

I

I

候
、'
I

に
：.一
派
朱
學I

は
、
是

装
_

|

f

:

し
.

好

茗

譽

聚

風

俗
,

候
：て
，
人

の

膏
I

か
し
#

、

' 

響

の
1

4

1

「

左
候
て
I

術
I

物
は
、
ニ

免

情

達
I

俗

極
I

て
.
、
一I

 

府
饭
i

 

t

道
S

S

り

可

裏
d

古
人
8

集

粢

欲
i

_

s

ゼ
レ
欲
I

道

學

奢
I

之
、
尤
の
事
に
て
御 

座
候
、
折

皐

を

務

め

候;,
x

も
、
爲
1

候
は
，
無
用
：の
事
に
て
御
座
候
、
凡
て
爲
I

非
I

雪

、
爲
レ
知I

候
、
右
の 

學

風

惡

知

&

:

之

寒

只

聖

經

の

訓
I

み
^

^

^

山
崎
、
饼
S

外
當
時
の
朱
學
者|

の
f

、
皆

謂
. 

I

、
素

S

に
マ
、
：非
，#

知
V

着

、S

皆
明
の
S

不

羞
■

■

.

•

知
.

明
候
：へ
ば
、
，
s

e

蔽
惑
も
有
之I

候
、 

爲
レ
道
に
仕
候f
.

は
，
人
我
に
私
已
|

ー

 

御
座
一
間
敷
候
、
謹
と
申
物
は
無
偏
無
黨
に
て
、
平
正
公
共
の
事
に
て
候

」

S

- 

,

.
こ
2

文
ば
ょ
く
益
軒
の
學
問
に
對
すI

度
、
そ
の
置
を
明
示
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
彼
は
朱
子
を
S

し
た
。
し
か
し
朱
子
を 

以.
0

 

P

蹵

し
I

る
點
に
於
い
；て
は
、
王
陽
明I

ら
取
容
れ
f

躊
路
し
农
かI

 

r

朱
子
輔
，資

經
i

l

f

 

1

“ 

I
”

之
功
大
矣
、
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功
不
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業

子

之
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1
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後
批
之
學
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1

一
 
者
、
皆
朱
子
之
力
也. 

然
則
後
學
之|

|

、
有

極

看

豈

可
I

負

其

齒

禮
^

夹

？

|

之
宗
1

1

1

1

、
吾
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木
逮
之
質
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雖V
不
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窺
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然
心
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往
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書
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尊
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が
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朱
子
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理
氣
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と
し
て
、.
.
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理
氣
不
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ゾ
分
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作

つ1
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道
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自
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初
南
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來
開
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「

氣

簾

而

未
.
分
。
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會
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象
I
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產

爲
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太

者
太
上
之
謂
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荠
至
秘
之
名
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極
免
爲
此
逆
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源0'
：
离
輕
之
极
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'。、
凡

.天卞
之
事
物
。
势
墩
於
此

。
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不
可
得

.而名
渡°-
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故
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之
 

爲
太
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也
。

{几矣
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一
氣
動
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速
轉
。
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之
爲
陽
。
，此
太
極
あ
動
娘
。
動
而
後
靜
。
靜
而
凝
聚'名之
.
爲
陰
。
此
太
翻
之
靜
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。
靜
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後

復

動

。

一
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動
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靜
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而
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隱

陽
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氣

之
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膠
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氣
也
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。
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。'
•
.以
典
流
行
.
而
.
一

：

爲
％

.
 

I

 

&

陽
謂
之
氣
。

」

以
弈
有
條
理
而
不
亂
。
殳
謂
之
每
雖
出
所
指
不
同
9

而
姑 

異

典

名

。
、
然

響

皆

1

き
廳
已
矣
。
是
以
陰
ー
陽
紙
行
而
純
芷
.
者『

即
是
遒
'
へ
故
_

繁

是
'
1

」

物
。
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:

不
可
分
而
爲2:
物
焉
。.
然

則

無

，無

氣
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之
狐
。
叉
無
無
理
之
氣
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不1
^

先
後
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姐
蓊
則
砘
现
之
宿
。
是
所
以
理
氣
不
可
分
而
爲
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。
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不
可
言
光
有
现
而
後
有
氣
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理
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る
來
子
か
ら_

れ
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む
し
が
あ
陽
呢
參
に
近
含
が
如
く
思
.
ば
れ
が
。
勿
論S

れ
ゅ
彼
の
學
問it
：
對
す
る
彼 

の
態
度
が
、
前
述
：せ
る
如
ぐ1
»

1

派
.̂
-

偏
す
る
こ
と
をg

免
^

'

见
採
る
：べ
き
も0'
は
何
人
の
議
論
た
り
と1

、
こ
れ
を
採
ら
ん
と 

ず
る
彼
の
硏
免
態
度
於
然
ら
し
め
た
：も
.
の
で
ぁ
ら
ぅ
？.
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：
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ソ
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.
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又
單.
に
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知
る
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と
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作
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の
ど
ゼ
る
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蒙
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近
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l
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つ
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居
る
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諸
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亦
漱
分
か
凡
俗
以
要
求
を
意
^
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貴
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'
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.

て

：
用
|

|

執
f

 1

4

跡
|

。
|

赛

行

i

に
此
種
の
紀
行
に
向
い
て
來
た
こ
と
.は
、
：引
續
い
て
共
以
：前
の
&
記
類
が
>
新
た
：に

譲
.せ
.ら
办
て
世
に
出
た.の
を
見
て
も
わ
か
る？

, 

•
.
.
:旅
行
記&

體
栽
と
し
て

I
K
C

諸
州
巡
り}
が
最
も
よ
く*
ひ
、.觀
察
記
述.は
.共
に
獨
創
に
富
ん
で
居
る
が
、
尙
そ
れ
よ
.り
も
後
の 

旅
行
で
.そ
れ
よ
り.先
に
出
た
巡
覽
記
の
人
望
に
_
が
；れ
て
，.漸
く
俗
耳(

に
入
る
こ
と
を
得
た.の
を
見
る
，ど
、̂
書
を
，世
.に
傳
へ
た
功
績■ 

の
半
分
.は
、'
讀
齊
も
亦
之
に
參
與.し
、
て

居

る

の

ゼ

あ

.
"
っ

た

°-
'

_

に
ニ
卄
八
印
も
前
の
岐
蘇

あ
.
る
い
た
紀
行
を
其
中.
ぬ

交

へ

，

更
：
に

尙

何

年

か

前

.

&

東
澈
道
の
道
中
記
を
、.沒
衝
六
年
の
享
保
六
年
に
印
行
し
た
な
ど
は
？
或
は
貝 

原
氏
^

袁
圓
で
無
：か.
つ
於
6'
'

:̂

と
ぷ
想
顧
せ
ら
れ
る
：と
與;̂>
;
如
何
に
：民
衆
：の
間.に
旅
行
の
：趣
味
が
發
達
し
、
一
且

つ

先

生

：
の

感

化

が
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に
强
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で̂，
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か
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.
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满
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さ
れ
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し
こ
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こ
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方
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か
ら
も
#

へ
な
げ
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ば
な
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績
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代
の
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求
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あ
吝
.
0
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德
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平
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は
庶
思
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識
欲
欺
を
增
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せ
；
し

め
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單
に
板
行
技
術
の
迆
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ひ
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な
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^

め
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あ
る
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應
ず
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な
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た
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貝
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.
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あ
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第-̂
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委

名

.
の
.
で
.
ぁ

令

怎
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。
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■
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.
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則

姿
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爲
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天
地
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に
I

然
の
'

理
が
あ
.
る
。
こ
、れ
を
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修
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ぽ
'

蒙
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こ
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爲
ざ
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.入
I

し

て
-

は

何

：が

爲

さ

る

べ
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.き
こ
と
で
ぁ.
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か
を
硏
究
し
、
察
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す
る
发
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が
必
要
で
ぁ
る
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他
は
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然
的
に

.
遲

孕

る
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へ
が
ぅ
：し
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同
じ
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の
集
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述
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れ
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；
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；
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萬
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成
矣
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夫
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氣
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行
乎
天
地
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1

1
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古
今
無
ニ
ニ

‘

息
之
凝
滯
1

'

不
レ
息•
%

裳
夜
I

V

如
有
レ
所
ゴ
礙
滯
一
則
天.地
：之

道

、
•
.

或
幾
-

T

乎 

息1

矣
？
：是
天
地
發
育
之
機
。
生
生
不
息
之
妙
。
所
T

以
亘-1

离
世1

而
無
*

崩
也
。
且
陰
陽
ニ
氣
之
聚
也
、
和
而
散
則
爲

-1

雜
霉
雨
露
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凝 

而
滯
則
爲
1
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氣
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人
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亦
然
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自
然
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火
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貨
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助
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蓄
積
者
、ゝ

襄
然
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1

千
亡
失1
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1

苕
往
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‘

.老
条
所
謂
多
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必
厚
亡
衆
此
之
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若
精
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能
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之
0
則
往
衮
已
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胬
新
繼
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生
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無
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其
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亦
不
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。
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迦
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茶
礎
と
し

石̂

後
 

に
述
：ぶ
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の
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ぎ
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說
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て
ゐ
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を
れ
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れ
み
め
ぐ
み
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こ
と
.
か
ぎ
り
な
し
。
食
物
衣
服
居
所
器
物
フ
も
ろ
各
ろ
^

人
の
い
へ
身
を
養
ふ
物
を
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生
ヒ
て
ぁ
た
ぺ
給
，ふ
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も
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ろ
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か
人
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り
て
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身
を
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ふ
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ぐ
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る
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.
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め
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.
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述
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も
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：
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仁
に
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、
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.
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そ

爲

翁

違

薄

る

九

り
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民
貧
し
け
れ
ば
、

盜

む

參

生
す
：
民
f

て
I

し

l

i

l

l
藝

L

;t

れ
ば
豊
な
れ
ど
も
奢
る
窜
な
し
。
斯
の
如
く
に
し
て
、
民
そ
の

.

分
を
.
蹄
え
て
奢
り
怠
りV

或
.は
盜
す
る
者あ

ら
ば
、
罪
に
行
ひ 

ズ
免
す
ベ
か
ら
ず:0
民
；
は.•愚

な.
る
#

な
.
れ
ば
、.
ま

か

せ

置

き

：
て
：
は

治

ま

る

ベ

.

.き
、や
ぅ
な
し
。
衣
食‘不
足
.
な
.
き
'

や
ぅ
に
し
て'
、
奢
.怠
を
戒 

し
め
罪
に
陷
ら
し
め
ぬ
は
政
を
す
る
の
.
道
な
り
。

」

§

,

そ
.

の
.
國

家

統.治
の
极
本
策
に
つ
い
て
一
は
、

.
な
.̂

後
段
に
於
い.
て
_
說
明
す
る
0
;

.

問

題

，
を
も
.

と
に
戾
す
。
人
類
の
行
動
も
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M

然
又
ば
木
然
の
迦
に.從
ふ
ベ
き
で
あ
る
。
然
ら
ば
人
類
に
：と
.

つ
.

て
自
然
の
理M

ふ
の
は
一 

何
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で
あ
.

る
：か
。
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天
：

(

自

ぼ)

が
入
類
に
與
へ
た
生
活
のL

ば
何
で
$ >
■

る
か
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れ

は

||
'

と̂
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お
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天
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が
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利
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參
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滿
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•一
 
名

て
、
天
道
を
援/«
し
.て
ゐ
る
。

「

利
は
天
地
ょ
り
生
じ
て
、
天
下
の
人
に
あ
た
へ
養
ひ
給
ふ
理
な
れ
ば
、
天
下
の
公
物
な
り
。
わ
れ

1

人

.

<D
>
私
^
,

£

に
す
ベ
か..ら.ず
。
，
人

と
.
v
.̂>
.に
，、
，同
じ
く
利
を
得
れ
ば
、
人
々
各
そ
の
所
を
得
て
害
な
し
。
身
に
私
し
て
我
一
人
利
を
得
ん 

と
す
れ
ば’、
带
出
來
て
、
か
へ
つ
て
我
が
.身
の
害
と
な
る
。/
5
こ
の
理
論
を
追
及
す
れ
ば
、

一

の
極
端
な
る
理
想
論
と
な
る
。
そ
れ 

は
實
際
：に
於
い
て
，不
可
能
で
あ
る
と
益
軒
は
晁
る
。
人
の
欲
望
は
容
易
に
打
破
し
得
な

い
こ
と
を
知
る
。
そこ
に
益
軒
の'敎
育
論
.は
始

ま
.

る
,0
-
.
.

彼
ゆIK.

ふ
。「

■天
.下
不
レ
可3,
1
,
,
日
i

p義
理r

無 >1

義
现1

則
人
道
廢
矣> 
是
以
國
家
不V可w

一
 
日
而
無n

學
校
i
n學
校I

則
義
理
之 

敎
不vS

T

人
倫
之
道
不
レ
明
、
故
！
2
飽
レ
食
暖
レ
衣
逾
レ
居
、
無.敎
則
近
一
一
於
禽
歡

T

元
人
王
介
有
レ
謂
、
天
下
之
事
若
レ
緩
而
窗
急
者
學
校 

是
也
、

豈
不
，
然
乎
、
夫
明
君
先
興

1

民
產
ブ
民
食
旣
足
則
修

-V

學
校
之
政1

不，可
：，

緩
、
此
令
レ
富
而
後
敎
レ
之
者
、

聚
人
爲
レ
治
之
序 

也
。」

§
.
さ
ら
に
和
譯
し
て
戋
ふ
。

「

飮
食
>
男
女
と
財
寶
と
は
、
人
の
大
欲
の
坐
ず
る
所
な
り
。
故
に
お
ょ
そ
入
の
過
惡
の
出
來
る
は
、

多
く
は
此il

一
ょ
り
お
こ
る
。
心
の
と
の
.む
.に
打
ま
か
せ
て
は
、
あ
や
ふ
し
。
道
理
に
そ
む
き
、
わ
ざ
は
ひ
生
ず
る
木
な
り
。
此
三
を
こ 

の
む
；̂

人
情
に
し
て
、
な
く
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
f
。
爰
れ
ぎ
禮
ぢ
以
て
歡
ぜ̂
作
#

こ
れ
を
用
ふ
る
理
を
失
ひ
て
必
大
欲
生
じ
、

惡
に
な
が
る
。
故
に
禮
な
け̂は
、
人
道
小
レ
立
し
て
禽
獸
の
行
に
同
じ
。

」

§

故
に
、「

四
民
と
も
に
、
其
子
の
幼
き
ょ
り
、
父
兄
哲 

長
に
事
ふ.る
禮
義
作
法
を
敎
へ
、
聖
經
讀
ま
し
め
、

.仁
義
を
、
漸
く
さ
と
ら
し
む
べ
し
、
是
根
本
を
つ
と
む
る
な
り

0
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を
尊
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し
、
利
を
抑
生
.せ
ん
；と
す.る
；態
度.は
勿
論
食
時
に'於
い
て
特
異
と
見
る
べ
き
も
の
で
な
く
、

.1

般
普
通
の
議
論
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あ
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？
；唯
ヒ
わ
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度
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論
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す
杧
際
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德
川
時「

代
の
學
說
が
政
治
と
偷
理
と
經
濟
と
.の
間
に
何
等
の
區,
を
設
け
ざ
る
が
：如
く
、
.貝
原
益
軒
の■議
論
に
V
こ
の〔

三
者
を
一
緖 

.

忆
論
匕
.て
.ゐ
.る
0
.
.
政
治
の
塞
礎
も
經
濟
の
根
本
も
共
に
同
じ
倫
理
的
歸
趨
を
有
す
る

”
そ
じ
セ
そ
の
倫
理.的
歸
趨
5:
>結
局

^
聖
人
の
敎 

1 

に
求
む
る
ゆ
至
各̂
は
儒
者
た
る
益
軒
と
し
て
當
然
で
あ
る
^
か
つ
儒
敎
そ
の
も
の
が
天
’下
を
治
む
る
道
と
し
て
發
達
じ
た
も
办
で
知

る

か

ら

"
’
：
か

.̂

る

關

係

を

生

：ず

.

る
.
こ
と
.
は
自
明
の
£

と
で
お
る
。
益
軒
ば
ぞ
の
勸
學
論
中
に
次
ぎ
の
.

妯
く
說
明
し
て
ゐ
る
。-1^

有
レ
道
則
撳ri

問
學1

亦
以
レ
伸
爲
乎
哉
。'故
問
學
苕
宙
聖
人
之
所&

敎
ユ
民
苷&

也

。
へ
夫
似
泰

1
1
若
聆
天
道
商
不
レ
悖
。
植-1
立
於
人
道
“ 

.
而
不
&•

者
。
擧
#

綱
要1

則
存
レ
心
養1-
惇
<
1
五
倫
1
.興
1

音

a'
5

不
レ
可
ュ
須
臾
離

,

之
道
|

。：

」

§

故
に
結
局
統
：治
の
根
本
は
.仁
を
以
つ
て
な
す
に
あ
る
。
'
仁
は
百
杼
の
本
だ
か
ら
で
あ
る

o

r

位
背
人 

.

^

之

生

理

、

爲

，
氈

善

之

本

「

ー

博

施

濟

衆

是

仁

之

發

;^
'
:
:
是

萬

善

產

レ

行

無

レ

非

レ

仁

>.

溫

和

慈^

か
^
1
&#'
1
.予
故
.日
仁
密
人.之
坐
璉
而
萬
善
之
總
稱

」

§
へ"
益 

て
， 

「

奶

豁

0
奶
か
め
.濟
の
—
と
セ
,>
:11
|
:
^
0
を
さ
め
、
人
を
す
ぐ4
大
道
な
り0
.
:
其

の

學

は

有

用

：
の
學
と
セ
、
、
ま

づ

わ

が

#-
'
を
を
さ
め
て
、 

人
を
を
さ
め
、’人

倫

：
の
靜
5:
:
行
.ひ
、
：
天
卞
國
家.の
だ
め
、

天
地
_

物

(0
だ

め
”

用
を
：な

丸

歡

な

り

0無
甩 

.,
■;■一
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茇
ひ
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V經
濟
办
意
義
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囊
に
解
ず
る̂
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に
つ
い
て
歧”
ザ
仁
は
天
地
の
物
を
生
ず
る
を
以
で
心
と
し
給
へ
る
理
を
？
わ
が

#- 
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に
ぅ
け
.て
心
ど
ず
る
德
な
：り

0
故(

に
仁
は
萬
善5:
'す
べ
て
そ
の
中
に
あ
れ
ど
、
只
ひ
と
^

，と
ず
？
天*

.

を̂
ぅ
.̂
そ
だ
て
v
:
'
l
め
.ぐ
み
給
•へ
.■る
■

心
ビ
し
だ
栌̂
て
' 
天
雄
の
ぅ.み
即
し
い
つ.ぐ
レ

み

铪

ふ

人

ど

璐

物

^
、
.わ 

:
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辎
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ニ
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こ
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I
&
:

れ
ょ
り
も
又
天
の
御
心
を
シ
け
で
ぁ
は
れ
み
故
む
免
威
す
故
ゆ
ち
办
の
心
に
レ
で
”
寒
齓

 

こ 

^
仁
心
あ
り
百
行
萬
蓽
は
符
は
れ
出
ヴ
る
&
ち
し
兒〕

：

.
'
.
r
.
.
.
.
5
 ̂

.

.

. 

V
, 

:
,
.
.
.

■ 
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 ̂

- 

. 
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>■ 

^

.

か
く
益
軒
は
儒
敎
を
以
つ
て
政
治
經
濟
の
學
と
な
し
て
は
ゐ
る
が

-

4
ず
し
も
儒
敎
か
す
べ
て^
そ
0-
-ま
\-

に'
泰

中

る

も

.の

で

は

な 

い
0
.支
那
.と
..ロ
本
と0
相
逄
を
十
分
に
麻
め.
>へ殊
：に
禮
法
制
度
0

所

謂

歷

也

蚀

を

ば

.
認
識
€

、
諸
所
：に
こ
れ
を
指
摘
し
て
ゐ
各
0

.

例
へ
. 

ば
、

「

卿
常
倫
理K

下

之
常
經
也
、
：
苴
.*
世

.，
通

，
四

廣

—

處

；，而
不ir

相
同1

F
、诗

然

產
:̂

'.
故
天
下
^
蓄

有

T可
レ
行，1

於古
：，

而
復
可
レ行11.

於
今1

者
±

、
又
有
TW-
-
V行
，1.哲
 

.
於
今
1者
±
、有T
可

各
1

於
中
#

”

而

復

可

：レ
行

^

本

邦
1

襄

、
裒

可»-
^
^

此
、
然

製

之

制u

i
須
T
f
l酌
於
！

a
今
靡
夷
之
宜
與
ゎ
否
、
.而
麥
取
之
：,、
是
可
レ
爲
レ
知
，
時
宜

」

,

苟
不
M
,
T
時
俗
土
地
之 

it
、
妄
執
“ー

屮̂
之
西
禮
で
欲
レ
行-ー
之
聆
本
邦
之
今
佌
で
甓̂
^

&氣
車
之
異
“
1
{
且
於
水
围
：.褒
葛
之
.殊
*
m於
备
冥
±
、
.
制
蚋
之
ぎ 

也
.、
S

之
所
“
I

f

:

又
田
く
,0n

井
田
之
簾
_
.中
國
廣
脚
之5
 
;後
世
有
ュ
其
勢
難
レ
行
之
論
ー
況
於

^:
夷
«
地
.褊
少
ー 

乎
、
，凡.爲
レ
洽
之
道
、.

：

只
在
T發
&
施
-仁
，
寧
稼
.穑f
嫛 

興
梟
校r

明
か
偷
理±耳
、
^

^

^
%>
か 

御
”案

,

土
宴
而
枸
軸
千
沾
制1有

以

ュ

中

華

盍

晶

田

法

吞

^
行
-
1
:
干

ル

夷->
.是

陋

儒

査

、

不
&#■
■
«•
偏
僻
之

說
.、
木
レ
知-

r

時
宜〗

者
可
レ
謂
ド
智
乎.
/發
锞
際
的
效
艰
を
尊
蜇
す
る
益
軒
と
し
て
當
然
の
見
酿
と
云
ふ
べ
き
で
ぁ
ら
ぅ
。

か
く
.阈
家
の
統̂
ip
.
は
®
敎
の
仁
政
を
以
つてな
ナ
€>
で
..ぁ
る
が
、
人
類
の
坐
活41.

持
續
ず
る
：物
質
生
活
の.方
.面
，は
如
何
に
統
制
す
' 

べ
き
で
ぁ
る
か
0
放
瓰
す
机
ぼ
多
く
の
弊
害
を
坐
ず
る
恐
れ
が
ぁ
る
0
し
か
し
財
は
國
家
に
と
っ
て
も
、
個
人
に
と
っ
て
も
«
る
珉
要

•で
逆
るa
-1

.財
者
尉
家
之
所n

資
S

而

民

命

之

所

，
盤

也

、

故

財

竭

則

&

給
不
レ
足
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'
況¥-
贫

窮|
'
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勵
二
廉
耻
一
賞-1

荷
效
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行

為

防&

、
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>1

國

家
-'
1

1

事

、

：
不
レ
可
，
得

1
1
擧
行
1

乎
、.
撒
治
&

家

乏

道

、
：
以
レ
理
汾
爲
レ
要
。

」

然
ら
ば

む
べ
き
か
。「

然
足
溢
之
道
"

在n

乎
務
レ
本
而
節
％

、
務
レ
本
者
穸
敎
&

穡

1

勸

繼

植r

惜
-1

民
力
1

P

&

泛
±

而

已

，
、

非

备

求

侵

發
 

之

謂V

也
"

節x

用

衆

在t
v

入

爲

，
出
裁
熱

1

制
冗
費
1

禁
巾
血
奢
笋
而
已
、
非-
1
吝
啬
刻
隗
之
謂1
也
。
し§

耍
ず
る
：に
勤
勉
と
儉
約
で
あ
る
。 

ブ
家
0

場
合
も
一
國
の'
場
合
と
同
様
で
：あ
るo
:「

家
を
.
.を
さ
む
る
主
人
は、
' n

r

夜
家
事
を
よ
ぐ
つ
と
め.て
、■

お
；
こ

た

ら

ず

、,おろ
そ
か 

な
ら
矛
-

財
を
用
る
-

に
を̂

ら̂

、
つ
ひ
.
や
さ
ず
、
も
つ
ぱ
ら
儉
約
を
行
ふ
べ
し
で
勤
と
儉
と
の
ニ
は
、

.

家
.
を
を
さ
む
る.
耍
道
な
り
。 

此
の
ニ
の
道
行
は
る
办
ば
食
窮
忆

》

衣
ら
：

f

、‘
財
用
に
と
も
*1
>

か
.ち
.

ず
？
勤
七
儉
左
，
1

の
道
を
行
ふ
に
、.心
を
小
に
-1

.
て
お
ろ
そ
か
な 

ら
.ざ
る
を
よ
し
と
す
ノ
是

.

れ
勤
儉
を
行
ふ
心
法
也
。
J

J

:■
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■.何を
：
儉

約
と
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M

ふ
か
0
:
:
溢
軒
は
儉
約
に
ニ
：個
の
方
.面
を
認
め
、1

を
精
神
的
、
他
を
物
質
的
を
し
.て
ゐ
>:
c
r儉
約
に
ニ
義
あ
り
、
儉 

釣

2一
字
を
つ

k
4やか
に
すと
よ
む

o

:

取
ひ
§

げ
ず
.し
也

.̂
々

て̂
：
行

ふ

な

方
0 
二

,に：は
身
の
行
、ひ
を0 

A
,

ま
や
か
にし
て
ほ
し
ゐ 

ま
、
な
ら
ざ
れ
ば> 
過
す
く
な
し
：0: 

vj

に
：，は
財
を
用
ゆ
る
に
つ

〜

ま
や
か
に
し
：て>
.身
の
養
ひ.に
を
ご
か
と
か
ざ
り
な
く
、
無
益
の
事 

に
財
を
つ
い
や
さV
る
を
い
ふ
。
行
ひ
を
味
し
い
ま
^
に
せ
ざ
る
は
ゝ
身
ゼ
た
も
つ
エ
夫
^
り
。
財
を
み
だ
り
に
用
ひ
ざ
る
は
家
を
た 

も
：つ.工
夫
な
りo
此
一
一
を
檢
約
と

^」

、C33
V
し
か
し
こ
、
に
儉
約
と
萁>や
の
は
勿
論
後
者
で
あ
つ
て
、

.前
者
で
.は
な
い
。
財
に
關
す
る
；
 

間
題
の
：み
苽
狠
る0、
益
軒
も
-#

:<
そ
の
相
法
を
採
用
し
て
ゐ
；る
や
ぅ
で
あ

^
0然
ふ
ば
何
が
故
に
勤
儉
を
必
要
と
.す
，る
か<
> . 

:す
ヤ
に
上»
せ
.名
^
ぶ
ろ
に
依
つ
て
も
嵴
ミ
議
し
得
る
や
^
;
1，
結
局
に
於
い
て
：は
そ
れ
は
人
間
が
人
間

.た
る
道
、
，
即
ち
義
理
を 
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全

參

る

崔

必

宴
■

名

^

擎
し
一
か
し
糖
前
提I

財
の
生
產
i

す
；る
問
題
が
あ
る
？
德 

，
名

生

強

論
■

谶

と
逢
採
用
す
考「

大

學

缝

句

が
.
あ
.

即
ち
害̂

用
レ
之
者
舒
。_齋

恒

湯
：：

の
.一 .

節

で

管

。
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響

す

れ

ば
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唐

 

當

時

の

論

者

原

則
t

出

發

七

；

.

s
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議

論I

し
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實

際

社#
^

觀

察

％

塵

ば

消

變

及

ボ

な

い

；
龜

定

す

洛

時

、
.
，

•麼
勤

儉I

說

せ

ぎI

社

ざ

着
^
を
指
摘
灰
ゐ‘る
9 C
國

土

に

：一

,年

坐

ず

る

所
.0
暴

：の
飽
數
裏
ぞ
へ
：、
：_

彥

人

民

、

.1.

年
の
間
食
す
る
所.の
轉
の 

«
を
か
ぞ
.へ<

$
§

1
年
坐
ず
る
所
の
五
穀
に
：て
は
，

.1

年
の
糧
足I
O
,是
貧
民
は
、.
.雜i

f
食
し
て
、.飢
I
 く
る 

故

な

さ
t

てf.

生
產
の
及
ば
ざ.る
こ
と
を
指
示
し
、
；

「

商
人
の
.酒
を
造
り
、
菓
子
を
持
へ
、

士
の
奢
侈
を
な
し
て
、
朝
夕
害
れ 

，.る
靠
の
外
に
ノ
穀
食
を
費
す
は
^
省
是
民
の
食
を
奪
ひ
て
な
せ
名
な
り
し
ス
过
と
論
じ

-
奢
侈
を
嚴
で
成
め
て
ゐ
る。.

•
'
、

:V'

名

於

い
S

論
は
當
然
廛
岸
商
說.に
進
む
。
，

「

農
は
國
の.本
f

c
一：年
の.間
、
ゾ
隙̂
 ̂

米
穀
を
作
り
出
し 

て
.
走

赁

し

、
萬
民
を
養
ふ.も
の
.な
り
o
最

憐

み

て

、
飢
寒
の
，憂
な
か
ら

.し
む
ベ
し
。
農
の'時
を

奪

は

ざ

るS
の
爲
の
み
に
.あ 

一
ら̂

'國
の
'
■

り
々
農
域
は
：日
夜
勤
得
す
れ
ど
も
、
や

.、
も
す
れ
ば-
:水
旱

風

蟲

の

災

あ

り

，て
、

■そ
：.の利少，
歳兇して土貢を 

f

る
と
名
财
け
ば
、
：
_

を
.ぅ
り
、
身
を
賣
る
望
る
。
：
^

|
な
■れ

ば
、
；
米
穀
や
す
く
し..て、
困
究I

ぬ
か
れ
ずo.•利
少
き
故 

な
り
.
V
H-A
は
そ
の
，

農

H
’

及
甘
ざ
れ^
も
、
そ
の
刹
多
し
；
0バ
商
^
の
利
は
エ
に
倍
す0
故

に

農

人

漸

々

に

減

じ

、
，
エ
商
.は
牢
々
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.

增

す

：.田
^
作

る

者

抹

少

く

し

，て
、
器
を
造

.り
、
貨
物
を
商
ふ
者;#
し
0
布
を
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^
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く
し
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を
製
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事
と
す
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：
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商
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か
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>の
^
他
は
钜
產
者
の
辛
勞
に
も
徇
ら
ず
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そ
の
：，

崖

：

Q
:
f

消
费
に
及
ば
ざ.る
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左
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察
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:
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酿
階
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^
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の
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ず
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；
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